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し
た
。

「
継
続
せ
ず
」
の
理
由

　
印
西
市
と
し
て
は
、
補
助
金
を
平

成
　
年
度
以
降
も
継
続
す
る
か
ど
う

27
か
を
慎
重
に
検
討
し
、

①
北
総
鉄
道
は
　
期
連
続
の
黒
字
が

13

続
き
、
懸
案
だ
っ
た
債
務
超
過
が
解

消
さ
れ
、
平
成
　
年
度
中
間
決
算
で

25

も
経
営
は
順
調
で
あ
り
、
北
総
鉄
道

の
自
助
努
力
で
の
値
下
げ
は
可
能
で

あ
る
こ
と
。

②
印
西
市
、
白
井
市
の
市
長
ら
で
つ

く
る
北
総
線
運
賃
問
題
対
策
協
議
会

が
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
ら
に
委
託

し
て
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
補

助
金
が
な
く
て
も
値
下
げ
は
可
能
で

あ
る
こ
と
。

　
以
上
を
考
慮
し
た
結
果
「
補
助
金

は
継
続
し
な
い
」
と
い
う
結
論
に
達

し
ま
し
た
。

県
と
の
交
渉

　
協
議
の
開
催
を
目
指
し
て

　
印
西
市
長
と
白
井
市
長
は
　
月
　

12

26

日
、
千
葉
県
庁
を
訪
れ
、
沿
線
6
市

印
西
市
・
白
井
市

　
北
総
鉄
道
株
式
会
社
に
回
答

　
印
西
市
の
板
倉
正
直
市
長
・
白
井

市
の
伊
澤
史
夫
市
長
は
、
昨
年
　
月
12

　
日
、
北
総
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
、

26北
総
鉄
道
）
本
社
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
「
平
成
　
年
度
以
降
、
北
総
鉄
道

27

に
対
す
る
補
助
金
支
出
は
継
続
し
な

い
」
と
回
答
し
た
後
、
両
市
長
は
、

共
同
で
記
者
会
見
を
し
ま
し
た
。

　
印
西
市
は
、
平
成
　
年
7
月
か
ら

22

年
間
8
街
1
0
0
万
円
の
補
助
金
を

北
総
鉄
道
に
交
付
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
補
助
金
交
付
は
平
成
　
年
度
を

26

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
合
意
期
間
が
終
了
す
る
平
成
　
年
27

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
北
総
線
の
運

賃
が
値
下
げ
前
の
運
賃
に
戻
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

　
　
　
　
　
補
助
金
の
意
義

　
印
西
市
、
白
井
市
を
は
じ
め
と
す

る
沿
線
6
市
（
ほ
か
市
川
市
、
船
橋

市
、
松
戸
市
、
鎌
ヶ
谷
市
）
と
千
葉

県
は
、
平
成
　
年
、
県
と
6
市
合
計

21

で
年
間
3
億
円
の
補
助
金
を
北
総
鉄

道
に
出
す
、
と
い
う
内
容
の
「
合
意

書
」
を
北
総
鉄
道
・
京
成
電
鉄
と
の

間
で
締
結
し
、
北
総
鉄
道
は
運
賃
を

平
均
4
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
値
下
げ
し

ま
し
た
。

　
こ
の
「
合
意
書
」
は
、
平
成
　
年
22

度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
補
助
金
に
つ

26

い
て
定
め
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、
北

総
鉄
道
は
、
平
成
　
年
度
以
降
も
補

27

助
金
を
継
続
す
る
よ
う
主
張
し
、
印

西
市
と
白
井
市
に
対
し
て
、
昨
年
末

ま
で
に
回
答
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

り
ま
し
た
。

　
県
と
6
市
、
北
総
鉄
道
・
京
成
電

鉄
が
平
成
　
年
に
交
わ
し
た
「
合
意

21

書
」
は
、
運
賃
問
題
に
つ
い
て
関
係

者
が
一
同
に
会
し
た
「
協
議
」
の
開

催
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
と
も
、
関
係
者
間

に
よ
る
協
議
の
場
の
設
置
要
請
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

■問 
企
画
政
策
課
交
通
政
策
室
（
緯
内

線
4
7
5
・
4
7
6
）。

長
が
署
名
し
た
千
葉
県
知
事
あ
て
の

要
請
書
「
北
総
線
運
賃
問
題
に
か
か

る
協
議
の
場
の
設
置
に
つ
い
て
」

（
左
枠
参
照
）
を
提
出
し
よ
う
と
し

ま
し
た
が
、
千
葉
県
は
受
け
取
り
を

拒
み
ま
し
た
。

　
北
総
鉄
道
、
千
葉
県
庁
を
訪
問
し

た
後
、
記
者
会
見
の
席
で
板
倉
市
長

は
「
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
県
が
始

め
た
事
業
で
、
県
営
鉄
道
が
挫
折
し

て
今
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
県
は
最

後
ま
で
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
語

平成26年1月15日発行
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平成25年12月26日

千葉県知事　森田　健作　様

北総線運賃問題にかかる協議の場の設置について（要請）

　北総線の高運賃は沿線住民の通学、通勤など、利用者に
とって重い負担となっており、その値下げは長年の懸案
でありました。
　このような中、千葉県の御尽力により、平成21年11
月30日に結ばれた千葉県、沿線自治体及び鉄道事業者間
の運賃値下げに係る合意に基づく支援が履行され、平成
22年7月17日から運賃の値下げが実現されたことに感謝
申し上げます。
　本合意に基づく運賃値下げに際し、関係者間で締結し
た「北総線の運賃値下げに係る合意書」第4項には、「北
総線の運賃値下げに係る現行の支援期間が終了する平成
27年度以降における、本合意書に関する事項については、
北総鉄道の経営状況を勘案し、安定的な運賃体系が維持
できるよう、関係者間で協議するものとする。」とされて
おります。
　ついては、千葉県及び沿線自治体等による上記の協議
の場を設けていただきますよう要請いたします。

※本文は原文をそのまま掲載。

葛
去
る
　
月
　
日
に
白
井
市
役
所
で
行
わ
れ
た
共
同
記
者
会
見
で
発

12

26

言
す
る
板
倉
印
西
市
長
（
左
）
と
伊
澤
白
井
市
長

 印
西
市
・
白
井
市
は
「
継
続
せ
ず
」

 北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金

　
去
る
平
成
　
年
　
月
　
日
、
千
葉
県
や
北
総
線
沿
線
の
6
市

21

11

30

（
市
川
市
、
船
橋
市
、
松
戸
市
、
鎌
ヶ
谷
市
、
白
井
市
、
印
西
市
）

お
よ
び
鉄
道
事
業
者
が
「
北
総
線
の
運
賃
値
下
げ
に
係
る
合
意

書
」
を
締
結
。

　
こ
の
合
意
書
の
中
で
、
各
6
市
は
平
成
　
年
度
ま
で
普
通
運

26

賃
約
５
％
、
通
学
定
期
運
賃
　
％
、
通
勤
定
期
運
賃
約
1
％
、
平

25

均
約
4
・
6
％
の
運
賃
値
下
げ
の
た
め
の
支
援
を
行
う
こ
と
で

合
意
。

　
印
西
市
は
、
北
総
鉄
道
株
式
会
社
に
年
間
8
街
1
0
0
万
円

の
支
援
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金
」
と
は

 「
北
総
鉄
道
運
賃
値
下
げ
支
援
補
助
金
」
と
は
？？


